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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
四周側面の一つを開放した筐体と、該筐体の開放した側面を開閉する蓋体と、前記筐体内
に着脱する複数のバッテリとからなり、前記筐体を、前記開放側面を有するトップカバー
と、制御用基板を搭載するリアカバーとに二分形成し、かつ前記トップカバー内をパーテ
ィション板により上下に二分してそれぞれにカートリッジ状のバッテリを収納可能な電池
収納部を形成してなることを特徴とするバッテリパック。
【請求項２】
請求項１のバッテリパックにおいて、前記リアカバーに制御用基板を搭載し、該制御用基
板上を覆う基板カバーを設け、該基板カバーに、上方へ突出して上記パーティション板を
受ける突部を設けてなることを特徴とするバッテリパック。
【請求項３】
　請求項２のバッテリパックにおいて、前記トップカバーの前記開放側面の端縁に、前記
蓋体を前記開放側面の周方向に沿う直線的スライドにより着脱可能とする溝状部を設ける
とともに、前記リアカバーの前記開放側面に臨む端縁に、前記蓋体に設けた小突起部と嵌
合可能な凹部を設けてなることを特徴とするバッテリパック。
 
【請求項４】
請求項１から３のいずれかのバッテリパックにおいて、前記パーティション板の前記開放
側面側に取り出し用のタブ部を立設してなることを特徴とするバッテリパック。
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【請求項５】
請求項２から４のいずれかのバッテリパックにおいて、前記パーティション板に、前記ト
ップカバーの頂面の内面に当接する位置決め用の突部を設けてなることを特徴とするバッ
テリパック。
【請求項６】
請求項１から５のいずれかのバッテリパックにおいて、前記リアカバーの背面及び一の側
面にＴＶカメラ等の他の機器への電気的・機械的接続部を設けるとともに、前記ＴＶカメ
ラ等の他の機器の突部との干渉を避けるために、前記リアカバーの背面の両側縁に斜面部
を設けてなることを特徴とするバッテリパック。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内部にカートリッジ状のバッテリを着脱可能に収納したバッテリパックに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　ビデオカメラのうちでもＴＶカメラ等に使用される業務用あるいはプロ用と称される大
型のものでは、例えば特許文献１に示すように、リアカバーとトップカバーとの間にバッ
テリセルあるいはバッテリセルを複数個組み合わせたパックや基板を挟むように収納し、
トップカバーとリアカバーを溶着や接着等で固着している。例えば、２分割したカバー間
を超音波により加圧、加熱して溶融固化して接合するなどしたものがある。このように形
成したバッテリパックは、カバー間をネジ締め固定する場合に比べ、構造が簡単で、小型
かつ頑丈に構成でき、したがって安価に製造できる等の特徴がある。
【特許文献１】国際公開WO01/073869号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、超音波溶着等によりカバー間を接合してしまうと、頑丈にはできるが、
内蔵したバッテリセルに問題が生じたとき等にカバーを開けることができず、比較的高価
であるために、容易にメンテナンスできるものが求められていた。
【０００４】
　本発明は、セルを内蔵してカートリッジ状としたバッテリが開発されたことに着目し、
このようなバッテリカートリッジを複数個収納して高容量化できるだけでなく、交換等の
メンテナンスも容易に行えるバッテリパックを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明のバッテリパックは、四周側面の一つを開放した筐体と、該筐体の開放した側面
を開閉する蓋体と、前記筐体内に着脱する複数のバッテリとからなり、前記筐体を、前記
開放側面を有するトップカバーと、制御用基板を搭載するリアカバーとに二分形成し、か
つ前記トップカバー内をパーティション板により上下に二分してそれぞれにカートリッジ
状のバッテリを収納可能な電池収納部を形成して構成する。蓋体の開閉によって前記筐体
の開放側面を開閉し、カートリッジ状のバッテリを装着、抜去できるようにする。このよ
うな構造であれば、複数個のバッテリを使用することで高容量化できるだけでなく、交換
等のメンテナンスも容易に行えるようになる。
【０００６】
　また本発明のバッテリパックにおいては、前記リアカバーに制御用基板を搭載し、該制
御用基板上を覆う基板カバーを設け、該基板カバーに、上方へ突出して上記パーティショ
ン板を受ける突部を設ける。通常この種のバッテリパックは、残容量を出力してビデオカ
メラのファインダ等に表示させるために、自己容量出力回路や自己容量出力端子を備える
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が、そのようなデータ出力等の制御のための基板を基板カバーにより覆うことによって、
筐体内部の他の構成要素から影響を受けないようにするものである。
【０００７】
　また本発明のバッテリパックにおいては、前記トップカバーの前記開放側面の端縁に、
前記蓋体を前記開放側面の周方向に沿う直線的スライドにより着脱可能とする溝状部を設
けるとともに、前記リアカバーの前記開放側面に臨む端縁に、前記蓋体に設けた小突起部
と嵌合可能な凹部を設ける。開放側面の縁に沿って蓋体を移動させやすく、かつ位置決め
しやすく、また外れにくくするものである。
【０００８】
　また本発明のバッテリパックにおいては、前記パーティション板の前記開放側面側に取
り出し用のタブ部を立設する。このタブ部によってバッテリカートリッジのリリースをコ
ントロールできる。例えばタブ部がリアカバー側へ向いている構成とすると、前記基板カ
バー上に搭載されるバッテリカートリッジの動きを通常は規制し、蓋体を外したときだけ
自由に動かせるようにする。
【０００９】
　また本発明のバッテリパックにおいては、前記パーティション板に、前記トップカバー
の頂面の内面に当接する位置決め用の突部を設ける。この突部と前述の基板カバーの突部
によりパーティション板がしっかりと位置決めされ、筐体内部のバッテリカートリッジの
収納スペースがきちんと画定される。
【００１０】
　さらに本発明のバッテリパックにおいては、前記リアカバーの背面及び一の側面にＴＶ
カメラ等の他の機器への電気的・機械的接続部を設けるとともに、前記ＴＶカメラ等の他
の機器の突部との干渉を避けるために、前記リアカバーの背面の両側縁に斜面部を設ける
。ＴＶカメラ等の他の機器は、当該機器の製造者の都合により種々の突起等が存在してい
るが、特にバッテリパックの側面位置を規制しようとする突起が他社の機器の取り付けの
邪魔になることが多いが、上述の斜面部を設けることで、これを回避できる状況が増える
。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明のバッテリパックは、カートリッジ状のバッテリを簡単に装着、抜去でき、しか
も複数個のバッテリを使用することで高容量化が図れ、バッテリの着脱、交換等の作業を
容易に行えるようになるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下本発明を実施するための最良の形態を図面を参照しつつ説明する。
【実施例】
【００１３】
　図１は、本発明に係るバッテリパックの一実施例の分解斜視図である。本実施例のバッ
テリパック１は、主に、四周側面の一つを開放した筐体を構成するトップカバー２及びリ
アカバー３と、これらが構成する筐体の開放した側面４を開閉する蓋体となるスライドカ
バー５と、トップカバー２及びリアカバー３によって構成される筐体内に着脱可能に装着
する複数のカートリッジ状のバッテリ（以下ではバッテリカートリッジという）６ａ、６
ｂとから構成してある。
【００１４】
　すなわち、筐体は開放側面４を有するトップカバー２と、制御用基板７を搭載するリア
カバー３とに二分形成してあるが、それに加えて、トップカバー２内をパーティション板
８によって上下に二分し、それぞれにバッテリカートリッジ６ａ、６ｂを収納可能な電池
収納部９ａ、９ｂを形成する（図４、５、７等参照）。このため、スライドカバー５の開
閉によって筐体の開放側面４を開閉し、バッテリカートリッジ６ａ、６ｂを個別に装着、
抜去できるようになり、複数個のバッテリを使用することで高容量化できるだけでなく、
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交換等のメンテナンスが容易かつ簡単に行えるようになる。
【００１５】
　またリアカバー３上には、上述のように制御用基板７を搭載し、制御用基板７上を基板
カバー１０で覆っている。この基板カバー１０には、上方へ突出してパーティション板８
の下面を受ける突壁部１１、１１を一対設けてある。設ける位置は、もちろん開放側面４
の両端に対応する位置となる。
【００１６】
　制御用基板７は、通常この種のバッテリパックで行う、残容量を出力してビデオカメラ
のファインダ等に表示させる等の制御を行うものであり、そのために、自己容量出力回路
や自己容量出力端子を備えるが、そのようなデータ出力等の制御のための基板７を基板カ
バー１０により覆うことによって、筐体内部で他の構成要素から影響を受けないようにし
てある。
【００１７】
　またパーティション板８の開放側面４側の縁には、取り出し用のリリースタブ１２を設
けてある。このリリースタブ１２は、パーティション板８の縁に図では上下方向に回動可
能に設けてあり、バッテリカートリッジ６ａ、６ｂ、特に図では下側になるバッテリカー
トリッジ６ｂのリリースをコントロールできるようになる。すなわち、例えばリリースタ
ブ１２が通常はリアカバー３側へ向いており、バッテリカートリッジ６ｂを装着するとき
にはリリースタブ１２を持ち上げて挿入する構成とすると、基板カバー１０上に搭載され
る下側のバッテリカートリッジ６ｂの動きを通常は規制し、スライドカバー５を取り外し
たときだけ自由に動かせるようにすることができる。
【００１８】
　さらにパーティション板８には、トップカバー２の頂面の内面に当接する位置決め用の
突壁部１３、１３を一対設けてある。この突壁部１３と基板カバー１０の突壁部１１あと
によりパーティション板８は筐体内でしっかりと位置決めされ、筐体内部のバッテリカー
トリッジ６ａ、６ｂの電池収納部９ａ、９ｂがきちんと画定される。
【００１９】
　また筐体を構成するトップカバー２の開放側面４に臨む縁部には、詳細な図示は省略す
るが、スライドカバー５を外周面方向に沿って直線的にスライドすることにより着脱可能
とする溝状部１４を設け、スライドカバー５の上縁と閉方向での動作時に先頭側となる端
縁に、溝状部１４と嵌合可能な突条１５を設けるとともに、リアカバー３の開放側面４に
臨む端縁上には、スライドカバー５の図中下縁に設けた小突起部１６と嵌合可能な凹部１
７を設けてある（図７参照）。このため、スライドカバー５を開放側面４の縁に沿って移
動させやすく、かつ位置決めしやすくなっており、また外れにくくもなっている。なお図
中１８はロックネジで、スライドカバー５の閉方向での動作時に先頭側となる端縁に曲折
部１９を設け、トップカバー２の対応する部位２０を切り欠いて凹ませ、その部位２０の
縁部にロックネジ受け２１を設け、ロックネジ１８をロックネジ受け２１にネジ止めして
スライドカバー５を固定するようになっている。
【００２０】
　またトップカバー２の開放側面４とは反対側の面２２には、残量表示等を行うためのＬ
ＥＤ表示部２３と残量表示チェック動作を行うためのプッシュボタン２４が設けてある。
【００２１】
　なおリアカバー３の開放側面４とは反対側の縁には、上記の面２２の内面側に沿うよう
に後述する基板等の受け板２５が立設してあり、その面２２側にはＬＥＤ基板２６と、Ｌ
ＥＤ基板ガイド２７、プッシュボタン受け２８とが設けてあり、面２２の反対側、すなわ
ち筐体内側に向いてバッテリコンタクトコネクタ２９、２９が一対設けてある。また略中
央部にはＬＥＤ基板ガイド２７の位置出し用のボス３０が設けてある。なお図中３１はフ
ックで、上側のバッテリカートリッジ６ａの押し込み位置を規制するために設けてある。
【００２２】
　さらに本実施例のバッテリパック１においては、リアカバー３の背面及び図では底面と
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なる側面３ａに、ＴＶカメラ等の他の機器への電気的・機械的接続部（Ｖ型ロックプレー
ト３２、端子部３３等）を設けるとともに、ＴＶカメラ等の他の機器の突部との干渉を避
けるために、リアカバー３の背面の両側縁に斜面部３４を設けてある。ＴＶカメラ等の他
の機器への電気的・機械的接続部は周知の機構であるので説明を省略する。
【００２３】
　斜面部３４は、リアカバー３の背面の約半分程度設けてあり、底面となる側面３ａ側で
幅が広く、バッテリパック１の長手方向中央部へ向かうに連れて幅が狭くなっていき、ほ
ぼ中央部で消滅する形状となっている。ＴＶカメラ等の他の機器は、当該機器の製造者の
都合により種々の突起等が存在しているが、特にバッテリパックの側面位置を規制しよう
とする突起が他社の機器の取り付けの邪魔になることが多いが、上述のようにリアカバー
３の両側縁に斜面部３４を設けることで、これを回避できる状況が増える。もちろん斜面
部３４の形態は適宜変更可能である。
【００２４】
　さらに図２を用いて本実施例のバッテリパック１の形状を説明すると、長手方向中央付
近のみトップカバー２の両側の上縁、側面２２及びスライドカバー５とを若干湾曲させて
凹ませてある。この凹んだ部分３５の形状は、図１に示すように放物線状としてあるが、
適宜の形状でよい。この種のバッテリパック１を人が手で掴むときに単なる平面で形成す
るよりも掴みやすいからである。なお、この凹み部分３５をまたぐように掴んだ際の滑り
止めの突条３６を複数設けてある。突条３６に代えて凹状の部位を設けても良い。
【００２５】
　なお、トップカバー２の上面は、図示のように高さの低い截頭角錐状に形成してあるが
、これはバッテリパック１を掴みやすくするためである。
【００２６】
　またなお、本発明は上述し、また図示した例に限定されず、請求範囲を逸脱しない範囲
で種々変形できる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】図１は、本発明に係るバッテリパックの分解斜視図である。
【図２】図２は、本発明に係るバッテリパックの平面図である。
【図３】図３は、本発明に係るバッテリパックの背面図(Ａ)と底面図（Ｂ）及び側面図（
Ｃ）である。
【図４】図４は、図２中のＡ－Ａ断面図である。
【図５】図５は、図２中のＢ－Ｂ断面図である。
【図６】図６は、本発明に係るバッテリパックのスライドカバーを取り去った状態の斜視
図である。
【図７】図７は、図６の状態からバッテリカートリッジを取り去った状態の斜視図である
。
【符号の説明】
【００２８】
　１　バッテリパック
　２　トップカバー
　３　リアカバー
　３ａ　リアカバー３の底面となる側面
　４　開放側面
　５　スライドカバー
　６ａ、６ｂ　バッテリカートリッジ
　７　制御用基板
　８　パーティション板
　９ａ、９ｂ　電池収納部
　１０　基板カバー
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　１１　突壁部
　１２　リリースタブ
　１３　位置決め用の突壁部
　１４　溝状部
　１５　突条
　１６　小突起部
　１７　凹部
　１８　ロックネジ
　１９　曲折部
　２０　曲折部に対応する部位
　２１　ロックネジ受け
　２２　トップカバー２の開放側面と反対側の面
　２３　ＬＥＤ表示部
　２４　プッシュボタン
　２５　受け板
　２６　ＬＥＤ基板
　２７　ＬＥＤ基板ガイド
　２８　プッシュボタン受け
　２９　バッテリコンタクトコネクタ
　３０　位置出し用のボス
　３１　フック
　３２　Ｖ型ロックプレート
　３３　端子部
　３４　斜面部
　３５　凹んだ部分
　３６　滑り止めの突条
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【図５】

【図６】

【図７】
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